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　令和 7年 11 月 14 日（金）、琉球大学西普天
間キャンパス（教育棟 6 階大講義室）におい
て、琉球大学医学部の学生へ白衣贈呈を行った
ので、その概要を報告する。
　当件は、本会の出口理事の発案により始まっ
た取り組みで、今回が 2回目となる。

　琉球大学医学部の臨床研修オリエンテーショ
ンのプログラムの 1つとして、白衣贈呈式を執
り行った。式典には、沖縄県医師会から小生と
涌波淳子常任理事、琉球大学から鈴木幹男病院
長と高槻光寿医学科長立会いの下、男子 65 名、
女子 51 名、計 116 名の医学部生が出席した。

　まず、鈴木病院長より挨拶と合格証及び臨床
実習認定証の贈呈が行われた後、沖縄県医師会
を代表し会長祝辞の代読を行った。
　これから臨床実習に臨まれる皆さんに、沖縄
県医師会から白衣を授与できることを大変嬉し

く思う。そして、何よりもこの日を迎えるにあ
たり、日々努力を重ねてきた皆さんの成長と、
今後のご活躍を心より期待している。
　白衣は医療の現場における「使命」を象徴す
るものであり、患者さんとの信頼関係を築くた
めの第一歩である。皆さんがこの白衣を身にま
とった瞬間、学生ではなく、未来の医師として
の責任を自覚することになる。医師としての役
割には、知識や技術だけでなく、患者さんへの
思いやり、優しさ、誠実さも求められる。
　医学は日々進歩し、新たな知見が次々と生ま
れるが、どんなに技術が進化しても、患者さん
一人ひとりの心に寄り添うことが医師の最も重
要な使命であると私は考えている。皆さんが患
者さんにとって信頼のおける存在となり、痛み
を和らげ、希望を与える存在になることを願う。
　皆さん一人ひとりが、医師として、そして人
間として素晴らしい成長を遂げられることを、
心より祈っている。
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　沖縄県医師会は、皆様が将来の沖縄の医療を
担う存在として成長されることを期待し、地域
医療の発展にともに取り組める日を楽しみにし
ている。

　続けて涌波常任理事より、概ね下記の通り祝
辞が述べられた。
　今回 51 名の女性がいるということで、自分
の頃と比較して時代の変化を強く感じている。
私の経験を振り返ると、育児をしながら医師
を続けていくことが辛く、やめてしまいそうに
なった時があったが、その際、先輩から言われ
た「医師を 1人育てるのに、国は 1億円をかけ
ている」「どれほど多くの患者さんが、その身
体をもってあなたを成長させてくれたか、忘れ
てはいけない」という言葉を教訓として、これ
まで医師を続けてきた。これから医師の卵とし
て一歩を踏み出す皆さんにとって、最初の 10
年間が非常に大切な時間になる。医師として
も、人間としても大きく成長されることを心よ
り願っている。
　沖縄県医師会には女性医師部会があり、女性
医師の働きやすい環境づくりのため、活動を続
けている。これからは仲間同士として、困った
ことがあれば相談に乗れる体制がある。また、
これから勤務医になる皆さんのために、勤務医
部会という形でも支援を行っている。男性も育
児のための短時間勤務ができる時代になってい
る。男女共同参画社会の中で、お互いを支え合
いながら、日本の医療をしっかり支えていける
ような医師を目指していただきたい。

　続けて白衣贈呈が行われ、小生と涌波常任理
事、高槻医学科長より学生代表 3 名へそれぞ
れ白衣を手渡した後、高槻医学科長より概ね下
記の通り謝辞と学生への激励の言葉が述べら
れた。
　白衣贈呈は全国の大学で行われている取り組
みだが、県医師会からの贈呈というのはとても
珍しいことだと思う。沖縄県医師会の先生方に
謝辞を述べるとともに、学生諸君には、県医師

会からも期待されているのだという自覚をもっ
て、今後の研修に励んでいただきたい。先にお
話があったように、白衣は「医師の象徴」であ
り、今から全く新しい世界へ挑む皆さんにとっ
て、意識を切り替えるための良いスイッチにな
ると思う。ぜひ、患者さんの前に立つ際は着用
していただきたい。
　良い機会なので、ChatGPT に「医師と白衣
の歴史」を聞いてみたところ、次のような回答
があった。「白衣の歴史は古く、医学の発展と
社会の価値観の変化が大きくかかわっている。
19 世紀の初頭、医師の作業着は黒や色付きの
ものであり、白衣は科学者や化学者の象徴だっ
た。そこから 19 世紀後半になると、細菌学等
の科学医学が発展し、無菌・清潔という価値観
が重要視されるようになる。その頃から科学者
としての医師の側面が注目され、手術着や検査
着としての白衣が普及していくようになり、20
世紀に入るころには世界中で白衣＝医師の象徴
と認知されるようになった。」このように、医
師の象徴、科学者の象徴、信頼・清潔の象徴で
ある白衣を着て、これからの新しい世界へ望ん
でいただきたい。結びに、改めて沖縄県医師会
の先生方へ感謝を申し上げ、私からの挨拶とさ
せて頂く。

　最後に、学生全員が白衣を着用して記念撮影
を行い、閉会した。
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